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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）組成物の１－７５重量％の界面活性剤と、
　（２）（ａ）外側表面が１．６以上の屈折率を有している、
　　　　（ｂ）偏平な板状幾何学形を有している、
　　　　（ｃ）１５０μよりも小さい粒子長さを有している、及び、
　　　　（ｄ）粒子の０．００１－５重量％の疎水性表面改質剤を含む、
と定義される０．０１－２０重量％の粒子と、
　（３）０．１－７５重量％の増粘された疎水性有益物質または皮膚緩和剤と、
を含む液体状の皮膚用身体洗浄組成物。
【請求項２】
　粒子（２）が、０．５ミクロン以上または０．１ミクロン以下の厚みを有している請求
項１に記載の組成物。
【請求項３】
　成分（ｄ）として粒子の０．００１－４重量％を含む請求項１または２に記載の組成物
。
【請求項４】
　５－６５重量％の増粘された有益物質または皮膚緩和剤（３）を含む請求項１から３の
いずれか一項に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本出願は、含油身体洗浄組成物（ｏｉｌ－ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　ｐｅｒｓｏｎａｌ　
ｗａｓｈ）またはエマルジョン（例えば、固形物（ｂａｒ）または液体）、好ましくは、
高い屈折率を有しており（例えば、外側表面が１．６以上の屈折率を有している）、定義
した厚み、幾何学形及び大きさを有している粒子（場合によっては、定義したパラメータ
ーに合致する疎水的に改質されたマイカ粒子）を含むウォッシュオフ（ｗａｓｈ－ｏｆｆ
）型のクレンジング組成物またはエマルジョンに関する。
【０００２】
　粒子は例えば含油固形組成物中でまたは油中粒子型液体エマルジョン組成物として送達
される。粒子は、粒子が付着した皮膚または別の基層（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）の光沢（ｓ
ｈｉｎｅ）を増し、基層（例えば、皮膚）のひび割れ（ｆｌａｗ）や傷（ｄｅｆｅｃｔ）
の出現を減らす。
【０００３】
　別の実施態様では、本出願は、上述のような粒子を含む含油身体洗浄組成物またはエマ
ルジョンを使用した皮膚の光沢強化及び／または皮膚に現れるひび割れ抑制方法に関する
。
【０００４】
　消費者から望まれている特性の１つは、光沢のある健康そうな皮膚である。伝統的に、
皮膚の“光沢”は基層（例えば、皮膚表面）に油を付着させることによって得られていた
。出願人の知識の範囲では、リンスオフ（ｒｉｎｓｅ－ｏｆｆ）型の含油身体洗浄組成物
中で（例えば光沢を強化するために）本発明の特定粒子を使用することは知られていない
。その理由の１つは、ウォッシュオフ（ｗａｓｈ－ｏｆｆ）型組成物（固形物または液体
）中でこのような粒子を送達することが（本出願の以前には）できなかったからである。
【背景技術】
【０００５】
　身体手入れ組成物に粒子一般（例えば、緑の干渉色をもつマイカ）を使用することは新
規ではない。即ち、例えば、国際公開ＷＯ００／５１５５１（Ｐｒｏｃｔｅｒ　＆　Ｇａ
ｍｂｌｅに譲渡）は、緑の干渉色をもつコーテッドマイカを含有するリーブオン（ｌｅａ
ｖｅ－ｏｎ）型のスキンケア組成物を記載している。該組成物は手及び体用の局所的リー
ブオン型外用組成物であると記載されている（要約書参照）。
【０００６】
　引用したＷＯ’５５１の粒子は光沢強化のためでなく干渉粒子として使用されている。
これらの粒子は約１５０ｎｍ－約２５０ｎｍの範囲の厚みのＴｉＯ２層を有している（第
６欄、第２３行）。これは本発明の光沢強化粒子について請求項に記載した厚みの上位範
囲よりもはるかに小さい（本発明の粒子は典型的には０．５ミクロン、即ち、５００ナノ
メーターよりも大きい厚みを有している）。また、本発明の請求項に記載した厚みの下位
範囲（０．１ミクロン、即ち、１００ナノメーター以下）よりもはるかに大きい。
【０００７】
　また、光沢強化を確保するために、本発明の粒子は偏平な板状幾何学形を有していなけ
ればならない。最も重要なことはおそらく、引用文献には粒子がリンスオフ型含油組成物
中に使用され得ると教示または示唆されていないことであろう。
【０００８】
　また、好ましい範囲内の厚みを有している粒子は公知であるが（Ｔｉｍｒｏｎ（登録商
標）粒子）、これらの粒子もリンスオフ型含油身体洗浄組成物には使用されてきていない
。更に、これらの粒子は、本発明の少なくとも１つの実施態様（即ち、液体として使用す
る場合）で必要とされる疎水的に改質されているという条件を満たしていない。
【０００９】
　例えば、上述したようにＥＭ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓによって販売されているＴｉｍｒ
ｏｎ（登録商標）粒子はパンフレットに開示されているが、このパンフレットにもその他
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の技術にも、Ｔｉｍｒｏｎ（登録商標）製品を光沢強化の目的でリンスオフ型含油身体洗
浄組成物（固形物または液体）に使用できるという教示または示唆は存在しない。即ち、
身体洗浄組成物として使用される含油固形物または油中粒子型エマルジョン中のこのよう
な粒子については全く開示されていない。
【００１０】
　要約すると、ＷＯ’５５１に使用されている顔料について好ましい粒子厚みまたは屈折
率の重要性は認識されていない。また、本発明の粒子と同じ厚みの粒子が公知であるとし
ても（Ｔｉｍｒｏｎ（登録商標）製品）、例えば光沢強化の目的でこれらの粒子をリンス
オフ型含油身体洗浄組成物に使用するという教示または示唆は全く存在しない。
【００１１】
　出願人らは意外にも、偏平な板状粒子を含んでおり、粒子（粒子の外側表面）が定義し
た屈折率、好ましい厚み及び最大長さを有しており、該粒子が少なくとも０．０１－７５
％の油を含む組成物／エマルジョンから送達されるリンスオフ型身体洗浄組成物（必須で
はないが好ましくは界面活性剤含有）が、油非含有組成物から送達される粒子を含有して
いる組成物に比較して卓越した光沢を与えることを知見した。
【発明の開示】
【００１２】
　本発明の１つの実施態様においては（例えば、液体組成物から送達されるとき）、粒子
自体も疎水的に改質されている。理論に束縛されることは望まないが、この改質は、粒子
（例えば、油中粒子型エマルジョンとして懸濁し油性皮膚緩和剤（ｅｍｏｌｌｉｅｎｔ）
として送達される粒子）の油中懸濁性の改善を促進し、粒子をより容易に基層に送達する
と考えられる。
【００１３】
　より詳細には本発明は、
　（１）組成物の０－７５重量％、好ましくは３－６５重量％の界面活性剤と、
　（２）（ａ）外側表面が１．６以上の屈折率を有している、
　　　　（ｂ）偏平な板状幾何学形を有している、
　　　　（ｃ）１５０μよりも小さい粒子長さを有している、及び、
　　　　（ｄ）粒子の０－５重量％、好ましくは０．００１－４重量％の疎水性改質剤を
含んでいる、
と定義される０．０１－２０重量％、好ましくは０．０２－１０重量％の粒子と、
　（３）０．１－７５重量％、好ましくは０．５－２５重量％、より好ましくは１－１５
重量％の有益物質または皮膚緩和剤と、
を含んでいるリンスオフ型身体洗浄組成物を包含する。
【００１４】
　１つの好ましい実施態様では、身体洗浄組成物が液体組成物であり、粒子（２）は、粒
子の０．００１－５重量％、好ましくは０．００１５－４重量％の疎水性改質剤を有して
いる。
【００１５】
　別の好ましい実施態様では、粒子（２）が０．５ミクロン以上または０．１ミクロン以
下の粒子厚みを（疎水的に改質されているか否かにかかわりなく）有している。
【００１６】
　別の実施態様では、本発明は、上述の組成物のいずれかを使用する皮膚または別の基層
の光沢強化方法を包含する。
【００１７】
　本発明は、皮膚または別の基層の光沢を強化するための組成物及び方法に関する。
【００１８】
　より詳細には、出願人らは、特定した板状粒子を含んでおり該粒子が含油固形組成物ま
たは油中粒子型液体エマルジョンとして送達されるリンスオフ型含油身体洗浄組成物が、
本文中に開示した光沢測定試験によって判明したように予想外に有意に光沢を強化するこ
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とを知見した。
【００１９】
　本発明の新規な身体洗浄組成物はリンスオフ型組成物である。理論によって束縛される
ことは望まないが、このような組成物から（光沢強化効果を全く与えることなく）容易に
洗い流されると普通には予想されていた粒子の送達を必須成分である油（例えば、皮膚緩
和剤／有益物質）が促進するものと考えられる。
【００２０】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の組成物は、
　（１）アニオン性、非イオン性、両性／双性イオン性、カチオン性界面活性剤及びそれ
らの混合物から選択される、０－７５重量％、好ましくは３－６５重量％の１種または複
数の界面活性剤と、
　（２）（ａ）外側表面が１．６以上の屈折率を有している、
　　　　（ｂ）偏平な板状幾何学形を有している、
　　　　（ｃ）１５０μよりも小さい粒子長さを有している、及び、
　　　　（ｄ）粒子の０－５重量％、好ましくは０．００１－４重量％の疎水性改質剤を
含む、
という特徴によって定義される０．０１－２０重量％、好ましくは０．０２－１０重量％
の粒子と、
　（３）組成物の０．１－７５重量％、好ましくは０．５－２５重量％、より好ましくは
１－１５重量％の有益物質または皮膚緩和剤と、
を含む。
【００２１】
　１つの好ましい実施態様では、組成物が液体であり、粒子（２）が、粒子の０．００１
－５重量％、好ましくは０．００１５－４重量％の疎水性改質剤を含む。
【００２２】
　別の好ましい実施態様では、粒子（２）が、０．５ミクロン以上または０．１ミクロン
以下の粒子厚みを（疎水的に改質されているか否かにおおわりなく）有している。
【００２３】
　最後に、本発明はまた、これらの組成物のいずれかを使用する光沢強化方法に関する。
【００２４】
　本発明の組成物をより詳細に以下に説明する。
【００２５】
　本発明の組成物は“リンスオフ”型組成物である。これは、リーブオン型のローション
または化粧品と違って、塗布後に例えば水を使用して基層からすすぎ落とすことを意図し
ていることを意味する。リンスオフ型組成物は、身体洗浄用の液体及び固形物のような固
形物または液体として塗布し得る。
【００２６】
　本発明の組成物はアニオン性、非イオン性、両性／双性イオン性、カチオン性の界面活
性剤及びそれらの混合物から選択される、０－７５％、好ましくは３－６５％の界面活性
剤を含み得る。
【００２７】
　使用し得る適当なアニオン性界面活性剤としては、アルキルエーテルスルフェート、ア
シルイセチオネート、アルキルエーテルスルホネート、サルコシネート、スルホスクシネ
ート、タウレート及びそれらの組合せがある。適当な両性界面活性剤としては、アルキル
ベタイン、アミドプロピルベタイン、アミドプロピルスルタイン及びそれらの組合せがあ
る。
【００２８】
　本発明のアルキルエーテルスルフェートは一般式：
Ｒ－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＳＯ３－Ｍ＋

を有しており、式中のＲはＣ８－Ｃ２０の範囲のアルキル、好ましくはＣ１２－Ｃ１５の
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Ｍ＋はナトリウム、カリウム、アンモニウムまたはトリエタノールアンモニウムカチオン
である。
【００２９】
　この種類の典型的な市販の補助界面活性剤を以下の表に示す。
【００３０】
【表１】

【００３１】
　アルキルエーテルスルホネートも本発明に使用し得る。この種類の代表は、Ａｖｅｎｅ
ｌ　Ｓ－１５０として知られた市販製品であり、これがＣ１２－Ｃ１５のＰａｒｅｔｈ－
１５スルホン酸ナトリウムであることは周知である。
【００３２】
　本発明に使用するために適当な別の種類の界面活性剤はスルホスクシネートである。こ
の種類の最良の代表は、式Ｒ２ＯＣＣＨ２ＣＨ（ＳＯ３－Ｎａ＋）ＣＯＯ－Ｍ＋を有する
モノアルキルスルホスクシネート、及び、式ＲＣＯＮＨＣＨ２ＣＨ２Ｏ２ＣＣＨ２ＣＨ（
ＳＯ３－Ｍ＋）ＣＯＯ－Ｍ＋のアミド－ＭＥＡスルホスクシネートであり、式中のＲは、
Ｃ８－Ｃ２０の範囲のアルキル、好ましくはＣ１２－Ｃ１５の範囲のアルキルであり、Ｍ
＋はナトリウム、カリウム、アンモニウムまたはトリエタノールアンモニウムカチオンで
ある。これらの補助界面活性剤を代表する典型的な市販製品を以下の表に挙げる。
【００３３】
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【表２】

【００３４】
　サルコシネートも本発明に補助界面活性剤として有用である。この種類は一般式ＲＣＯ
Ｎ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＯ２－Ｍ＋によって表され、式中のＲは、Ｃ８－Ｃ２０の範囲のア
ルキル、好ましくはＣ１２－Ｃ１５の範囲のアルキルであり、Ｍ＋はナトリウム、カリウ
ム、アンモニウムまたはトリエタノールアンモニウムカチオンである。これらの補助界面
活性剤を代表する典型的な市販製品を以下の表に挙げる。
【００３５】
【表３】

【００３６】
　タウレートも本発明に補助界面活性剤として使用し得る。これらの材料は一般に式ＲＣ
ＯＮＲ’ＣＨ２ＣＨ２ＳＯ３－Ｍ＋によって表され、式中のＲは、Ｃ８－Ｃ２０の範囲の
アルキル、好ましくはＣ１２－Ｃ１５の範囲のアルキルであり、Ｒ’はＣ１－Ｃ４の範囲
のアルキルであり、Ｍ＋はナトリウム、カリウム、アンモニウムまたはトリエタノールア
ンモニウムカチオンである。これらの補助界面活性剤を代表する典型的な市販製品を以下
の表に挙げる。
【００３７】
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【表４】

【００３８】
　本発明に適当な両性界面活性剤は３種類に大別できる。これらの種類は、式ＲＮ＋（Ｃ
Ｈ３）２ＣＨ２ＣＯ２－Ｍ＋のアルキルベタイン、式ＲＣＯＮＨＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｎ＋

（ＣＨ３）２ＣＨ２ＣＯ２－Ｍ＋のアミドプロピルベタイン、及び、式ＲＣＯＮＨＣＨ２

ＣＨ２Ｎ＋（ＣＨ３）２ＣＨ２ＳＯ３－Ｍ＋のアミドプロピルスルタインであり、式中の
ＲはＣ８－Ｃ２０の範囲のアルキル、好ましくはＣ１２－Ｃ１５の範囲のアルキルであり
、Ｍ＋はナトリウム、カリウム、アンモニウムまたはトリエタノールアンモニウムカチオ
ンである。これらの補助界面活性剤を代表する典型的な市販製品を以下の表に挙げる。
【００３９】
【表５】

【００４０】
　多様な種類の液体界面活性剤のうちでは、アルキルスルフェート、アルキルエーテルス
ルフェート、アルキルエーテルスルホネート、スルホスクシネート及びアミドプロピルベ
タインが最も有効である。
【００４１】
　別の好ましい界面活性剤は、式
【００４２】
【化１】

を有しているアシルイセチオネートであり、式中のＲは直鎖状または分枝状のアルキル基
を表し、Ｍはアルカリ金属、アルカリ土類金属またはアミンを表す。
【００４３】
　使用し得る別の界面活性剤はモノアルキルまたはジアルキルホスフェート界面活性剤で
ある。
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【００４４】
　上述のような他の界面活性剤と組合せて好ましくは主要界面活性剤として使用され得る
刺激の少ない別の界面活性剤はココグリセリルエーテルスルホン酸ナトリウムである。コ
コＡＧＳは刺激が少ないという特性をもつのでその使用は望ましいが、単独では最適なク
リーム質の泡（ｌａｔｈｅｒ　ｃｒｅａｍｉｎｅｓｓ）を生じることができない。クリー
ム質を得るためにはナトリウム－９０／１０のココヤシ／タロウアルキルＡＧＳという配
分が好ましい。ＴＥＡ－、アンモニウム、Ｋ－ＡＧＳのようなナトリウム塩以外の塩、及
び、９０／１０のココヤシ／タロウ以外の鎖長分布も適度なレベルで使用し得る。また、
泡量及び起泡速度を改善するためにセッケンをある程度添加してもよい。
【００４５】
　ある種の副次的補助界面活性剤をＡＧＳと組合せて使用すると、よりクリーム質でより
安定な泡が生じ得る。これらの副次的界面活性剤もまた刺激が少ないという固有特性を有
していなければならない。特に望ましいことが判明した１つの副次的界面活性剤はラウロ
イルサルコシン酸ナトリウム（商品名Ｈａｍｐｏｓｙｌ　Ｌ、Ｈａｍｐｓｈｉｒｅ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ社製）である。
【００４６】
　上述のような両性のベタイン及びスルタインは単独界面活性剤として使用できるが、補
助界面活性剤として使用するほうが好ましい。高い発泡性が望まれる製品では一般に非イ
オン性界面活性剤を単独界面活性剤として製品中に使用しないほうがよい。しかしながら
、補助界面活性剤として含有させることはできる。
【００４７】
　使用し得る非イオン性及びカチオン性の界面活性剤は、Ｐａｒｒａｎ，Ｊｒ．の米国特
許第３，７６１，４１８号に記載された界面活性剤のいずれかを包含する。該特許は参照
によって本出願に含まれるものとする。また、Ａｕらの米国特許第５，３８９，２７９号
に教示されているようなアルドビオナミド、Ｌｅｔｔｏｎの米国特許第５，３１２，９３
４号に教示されているようなポリヒドロキシ脂肪酸アミドも包含される。双方の特許は参
照によって本出願に含まれるものとする。
【００４８】
　セッケンは約０．１％－１０％のレベルで使用され得る。界面活性剤混合物全体がセッ
ケンよりも刺激が少なく本発明の範囲内のゼイン値（ｚｅｉｎ　ｖａｌｕｅｓ）を維持し
ているならば、セッケンをもっと高いレベル（例えば、セッケン様感触を与えるようなレ
ベル）で使用できる。セッケンはそのまま添加してもよく、または、遊離脂肪酸を変換す
る塩基、例えばＮａＯＨの添加によってｉｎ　ｓｉｔｕで形成されてもよい。
【００４９】
　好ましい界面活性剤系は、アシルイセチオネートが全組成物の１－１５重量％を構成し
、及び／または、アシルイセチオネート以外のアニオン性界面活性剤（例えば、ラウリル
エーテルスルホン酸アンモニウム）が全組成物の１－１５重量％を構成し、両性界面活性
剤が全組成物の０．５－１５重量％を構成するような系である。
【００５０】
　別の好ましい界面活性剤系は、１％－２０％のアルキルエーテルスルフェートを含む系
である。好ましい界面活性剤系はまた、１％－１０％のアルカリ金属ラウリルスルフェー
トまたはＣ１４－Ｃ１６のオレフィンスルホネートをアシルイセチオネートの代わりに含
有し得る。
【００５１】
　本発明の組成物は典型的には粒子と油とを含む。本発明の１つの重要な特徴は、油の含
有が必須であるリンスオフ型身体洗浄組成物に粒子を使用することである（例えば、場合
によってはＳｉＯ２または別のコアを含むＴｉＯ２コーテッド基層、例えばマイカ）。理
論に束縛されることは望まないが、このようなリンスオフ型組成物から粒子を付着させる
（光沢を与える）ためには油が不可欠であると考えられる。リンスオフ型組成物は液体組
成物でもよく（この場合には更に疎水性表面改質剤が必要である）、または、固形組成物
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でもよい（この場合には改質剤は全く不要である）。
【００５２】
　使用される粒子は、油中粒子型組成物を形成する前にそれ自体が以下の特徴を有してい
る：
（ａ）（基層が固体であるかまたはコアを有しているかにかかわりなく）粒子の外側表面
が１．６以上の屈折率を有していなければならない（ここで、基層の屈折率（ｎ）はＶｖ
／Ｖとして定義され、Ｖｖは真空中の光の速度、Ｖは基層中の光の速度である）；
（ｂ）粒子は偏平な板状幾何学形を有していなければならない（この特徴によって、例え
ば、偏平である必要のない従来技術の干渉顔料との違いがわかり易い）；
（ｃ）（粒子がＰＷ液体中で必要に応じて疎水的に改質されているか否かにかかわりなく
）粒子は０．５ミクロン以上または０．１ミクロン以下の厚みを有していなければならな
い；
（ｄ）粒子は１５０μ未満の粒子長さを有している。
【００５３】
　この特徴は重要である。その理由は、粒子のサイズが大きいほど、粒子がはっきりと見
えるので、一般的に消費者にとってより望ましい美的で均一な外観を与えることができな
いからである。また、粒子のサイズが大きいほど、安全性にかかわる問題もいくつか存在
するであろう；
（ｅ）（改質が必要な液体組成物に使用するとき以外にも）場合によっては表面が疎水的
に改質されている（この改質は粒子の確実な付着を助ける）。
【００５４】
　上述のような粒子は、１９９８年に発行された“Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｅｆｆｅｃｔ　Ｐｉ
ｇｍｅｎｔｓ”という題名のＲｏｎａ（登録商標）のパンフレットに記載された粒子と（
表面改質以外には）同様である。
【００５５】
　しかしながら、このパンフレットにも出願人らが知り得た別の技術にも、このような粒
子と有益物質または皮膚緩和剤とを（例えば、液体中の水中油型エマルジョンとしてまた
は固形物中の独立の皮膚緩和剤として）含むリンスオフ型身体洗浄組成物の使用は全く開
示されていない。
【００５６】
　より詳細には、最小量の付着を達成するためには組成物が０．１－７５重量％、好まし
くは０．５－２５重量％の有益物質を含む必要がある。
【００５７】
　出願人らは意外にも、皮膚緩和剤を使用すると、皮膚緩和剤が皮膚の光沢を有意に強化
することを知見した。
【００５８】
　使用し得る適当な疎水性改質剤は例えば、本発明の液体組成物に関して本文中に後述す
る油／皮膚緩和剤のいずれかを包含する。これらは、エステル（例えば、モノ及びジエス
テル）；脂肪酸及び脂肪アルコール（例えば、パルミチルアルコール、ステアリルアルコ
ール及びパルミチン酸、ステアリン酸）；アルキルポリヒドロキシル化合物（例えば、プ
ロピレングリコール、ソルビトール及びグリセリン）；高分子ポリオール（例えば、ポリ
プロピレングリコール及びポリエチレングリコール）；及びＣ１２－Ｃ３０炭化水素（例
えば、鉱油、ペトロラタム、スクアレン及びイソパラフィン）を包含する。
【００５９】
　疎水性改質剤は、粒子の０－５重量％、好ましくは０．００１－５重量％、より好まし
くは０．００１５－４重量％を構成し得る。液体組成物中では粒子が疎水的に改質されて
いなければならない。
【００６０】
　本発明の製品が液体であるとき、例えば、架橋ポリアクリレート及び／またはクレーの
ような外部構造化剤（ｅｘｔｅｒｎａｌ　ｓｔｒｕｃｔｕｒａｎｔ）を使用して製品を構
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造化してもよく、または、例えば米国特許第５，９５２，２８６号に記載されているよう
な“ラメラ”構造を液体に与える別の成分（例えば、不飽和及び／または分枝状の長鎖Ｃ

８－Ｃ２４の液体脂肪酸またはエステル誘導体）で製品を構造化してもよい。
【００６１】
　液体製品は（上述の界面活性剤成分に加えて）液体配合物中に典型的に見られる別の成
分を含有し得る。これらの別の成分として（非限定的には）、補助増粘剤（例えば、カル
ボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース）；香料（ｐｅｒｆｕｍｅ）；金
属イオン封鎖剤（例えば、ＥＤＴＡとして知られたエチルジアミン四酢酸）；着色剤：乳
白剤及び真珠光沢剤（例えば、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、二酸化チ
タン）が含まれる。
【００６２】
　その他の任意成分は、抗菌剤；保存剤（例えば、パラベン、ソルビン酸）；起泡増進剤
（例えば、ココヤシアシルモノ－またはジエタノールアミド）；酸化防止剤；カチオン性
コンディショナー（例えば、Ｍｅｒｑｕａｔ（登録商標）及びＪａｇｕａｒ（登録商標）
のようなコンディショナー）；ポリアルキレングリコール、グリセリン及びその他の水溶
性コンディショニング剤；増粘剤；皮膚剥脱剤；イオン性塩；及び有機酸（例えば、クエ
ン酸または乳酸）が含まれる。
【００６３】
　上述のように、液体組成物はまた、油（皮膚緩和剤）を含有しなければならない。皮膚
緩和剤は、全組成物の約０．１－約７５重量％、好ましくは約０．５－２５重量％の範囲
で本発明の組成物に含有させる。皮膚緩和剤は典型的には、エステル、脂肪酸及び脂肪ア
ルコール、植物油、ポリオール及び炭化水素のような概括的な化学区分に分類できる。
【００６４】
　エステルはモノ－またはジ－エステルでよい。適格な脂肪ジ－エステルの具体例は、ジ
ブチルアジペート、ジエチルセバケート、ジイソプロピルジメレート及びジオクチルスク
シネートである。適格な分枝状脂肪エステルとしては、２－エチル－ヘキシルミリステー
ト、イソプロピルステアレート及びイソステアリルパルミテートが包まれる。適格な三塩
基酸エステルとしては、トリイソプロピルトリリノレエート及びトリラウリルシトレート
が包まれる。適格な直鎖状脂肪エステルとしては、ラウリルパルミテート、ミリスチルラ
クテート、オレイルエルケート（ｏｌｅｙｌ　ｅｕｒｃａｔｅ）及びステアリルオレエー
トが包まれる。好ましいエステルは、ココ－カプリレート及びココ－カプレート、プロピ
レングリコールミリスチルエーテルアセテート、ジイソプロピルアジペート及びセチルオ
クタノエートが含まれる。
【００６５】
　適当な脂肪アルコール及び脂肪酸は、１０－２０個の炭素原子を有している化合物を包
含する。セチル、ミリスチル、パルミチック及びステアリルの酸及びアルコールのような
化合物が特に好ましい。
【００６６】
　植物油としては、落花生油、ヒマシ油、カカオ脂、ココヤシ油、トウモロコシ油、綿実
油、オリーブ油、パーム核油、アブラナ油、ベニバナ油及びゴマ種油、ダイズ油が含まれ
る。
【００６７】
　皮膚緩和剤として作用し得る適当なポリオールとしては、直鎖状及び分枝状のアルキル
ポリヒドロキシル化合物がある。例えば、プロピレングリコール、ソルビトール及びグリ
セリンが好ましい。また、ポリプロピレングリコール及びポリエチレングリコールのよう
な高分子ポリオールも有用であろう。
【００６８】
　皮膚緩和剤として作用し得る代表的な炭化水素は、炭素原子数１２－３０個のいずれか
の炭化水素鎖を有している炭化水素である。特定例は、鉱油、石油ゼリー、スクアレン及
びイソパラフィン、などである。
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【００６９】
　本発明の液体組成物中の別の種類の機能成分は増粘剤である。増粘剤は通常は、組成物
の０．１－２０重量％、好ましくは約０．５－１０重量％の範囲内の任意の量で存在する
であろう。代表的な増粘剤は、Ｂ．Ｆ．Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　Ｃｏｍｐａｎｙから商標Ｃａ
ｒｂｏｐｏｌで入手可能な架橋ポリアクリレート材料である。キサンタンガム、カラゲナ
ン、ゼラチン、カラヤ、ペクチン及びローカストビーンガムのようなガム類も使用し得る
。
【００７０】
　ある種の状況下では、シリコーンまたは皮膚緩和剤として作用する材料が増粘機能も果
たしてもよい。例えば、１０センチストークスを上回るシリコーン及びグリセロールステ
アレートのようなエステルは二重機能を有している。
【００７１】
　多様な種類の有効成分が本発明の組成物中に存在し得る。有効成分は、皮膚緩和剤以外
、及び、組成物の物理的特性を改善する機能だけを有している成分以外の皮膚有益物質で
あると定義される。一般例として日光遮断剤、日焼け剤、皮膚のしわ防止剤及びニキビ防
止剤が挙げられるが、これらの種類に限定はされない。
【００７２】
　日光遮断剤は、紫外線を遮断するために常用の材料である。代表的な化合物は、ＰＡＢ
Ａ、シンナメート及びサリチレートの誘導体である。例えば、オクチルメトキシシンナメ
ート及び２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン（オキシベンゾンとしても知られ
ている）を使用できる。オクチルメトキシシンナメート及び２－ヒドロキシ－４－４メト
キシベンゾフェノンはそれぞれパルソールＭＣＸ及びベンゾフェノン－３という商標で市
販されている。エマルジョン中で使用される日光遮断剤の正確な量は、太陽の紫外線に対
する望ましい防御度次第で変更される。
【００７３】
　本発明の組成物には更にビタミンを含有させ得る。ビタミンＡパルミテート（レチノー
ルパルミテート）及びビタミンＥリノレエート（トコフェロールリノレエート）が特に好
ましい。ビタミンＡ及びＥの別のエステルも使用し得る。
【００７４】
　多くの組成物、特に水を含有する組成物は、潜在的に有害な微生物の増殖を防御しなけ
ればならない。従って、保存剤が必要である。適当な保存剤は、ｐ－ヒドロキシ安息香酸
のアルキルエステル、ヒダントイン誘導体、プロピオネート塩、及び様々な第四級アンモ
ニウム化合物、などである。
【００７５】
　本発明の特に好ましい保存剤は、メチルパラベン、プロピルパラベン、イミダゾリジニ
ルウレア、ジヒドロキシ酢酸ナトリウム及びベンジルアルコールである。保存剤は通常は
、組成物の約０．５－２重量％の範囲の量で使用されるであろう。
【００７６】
　本発明の組成物に粉末を含有させてもよい。これらの粉末としては、チョーク、タルク
、ケイソウ土、カオリン、デンプン、スメクタイトクレー、化学的に改質されたマグネシ
ウムアルミニウムシリケート、有機的に改質されたモンモリロナイトクレー、水和ケイ酸
アルミニウム、ヒュームドシリカ、アルミニウムデンプンオクテニルスクシネート及びそ
れらの混合物が含まれる。
【００７７】
　別の実施態様では、組成物を固形組成物の形態で送達し得る。
【００７８】
　固形組成物は、５－９０重量％の界面活性剤を含み、この界面活性剤は上述の界面活性
剤（例えば、アニオオン性、非イオン性、両性／双性イオン性、カチオン性の界面活性剤
）のいずれかまたはそれらの混合物のいずれでもよい。上述の液体クレンザーの場合と同
様に、純セッケンの実際の使用量は、固形組成物が全体として刺激性になるほど多量でな
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いのが好ましい。
【００７９】
　固形組成物はまた典型的には０．１－２０重量％の水、好ましくは１－１５重量％の水
を含む。
【００８０】
　固形組成物は更に、０．１－８０重量％、好ましくは５－７５重量％の構造化助剤（ｓ
ｔｒｕｃｔｕｒｉｎｇ　ａｉｄ）及び／または不活性充填剤を含む。このような構造化剤
（ｓｔｒｕｃｔｕｒａｎｔ）は、固形物の一体性を強化し、加工特性を改善し、また、使
用者の望ましい官能プロフィルを向上させるために使用され得る。
【００８１】
　構造化剤は、一般には長鎖、好ましくは直鎖状の飽和した（Ｃ８－Ｃ２４）脂肪酸また
はそれらのエステル誘導体、及び／または、側鎖のある長鎖、好ましくは直鎖状の飽和し
た（Ｃ８－Ｃ２４）アルコールまたはそれらのエーテル誘導体である。
【００８２】
　固形物用の好ましい構造化剤は、２，０００－２０，０００、好ましくは３，０００－
１０．０００の範囲の分子量をもつポリアルキレングリコールである。このようなＰＥＧ
は市販されており、例えば、商品名ＣＡＲＢＯＷＡＸ　ＳＥＮＴＲＹ　ＰＥＧ８０００（
登録商標）またはＰＥＧ４０００（登録商標）でＵｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅから販売さ
れている。
【００８３】
　構造化剤または充填剤として使用できる別の成分は、デンプン、好ましくはマルトデキ
ストリンのような水溶性デンプン及びポリエチレンワックスまたはパラフィンワックスで
ある。
【００８４】
　また、構造化助剤は、ＥＯ－ＰＯブロックコポリマーのような１つまたは複数の疎水性
部分で化学的に改質された水溶性ポリマー、ＰＯＥ（２００－グリセリル－ステアレート
及びグルカムＤＯＥ１２０（ＰＥＧメチルグルコースジオレエート）及びＨｏｄｇ　ＣＳ
Ａ－１０２（ＰＥＧ－１５０　ステアレート）のような疎水的に改質されたＰＥＧ、並び
に、Ｒｅｗｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社のＲｅｗｏｄｅｒｍ（登録商標）（ＰＥＧ改質グリ
セリルココエート、パルミテートまたはタロウエート）から選択できる。
【００８５】
　使用し得る別の構造化助剤としてはＡｍｅｒｃｈｏｌ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＨＭ　１５０
０（ノノキシニルヒドロエチルセルロース）がある。
【００８６】
　更に、本発明の固形組成物は以下のような任意成分を０－１５重量％の量で含み得る。
【００８７】
　香料、０．０１％－１％、好ましくは０．０１－０．０５％の量の金属イオン封鎖剤例
えばエチレンジアミン四酢酸四ナトリウム（ＥＤＴＡ）、ＥＨＤＰまたはそれらの混合物
、並びに、着色剤、乳白剤及び真珠光沢剤、例えば、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マ
グネシウム、ＴｉＯ２、ＥＧＭＳ（エチレングリコールモノステアレート）またはＬｙｔ
ｒｏｎ　６２１（スチレン／アクリレートコポリマー）、などはいずれも、製品の外観ま
たは化粧品特性を強化するために有用である。
【００８８】
　組成物は更に、２－ヒドロキシ－４，２’４’トリクロロジフェニルエーテル（ＤＰ３
００）のような抗菌剤、ジメチロールジメチルヒダントイン（Ｇｌｙｄａｎｔ　ＸＬ１０
００）、パラベン、ソルビン酸、などのような保存剤を含み得る。
【００８９】
　組成物は更に、ココヤシアシルモノ－またはジエタノールアミドを起泡増進剤として含
み、また、塩化ナトリウム及び硫酸ナトリウムのような強イオン性の塩も使用するのが有
利であろう。
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【００９０】
　例えば、ブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）のような酸化防止剤は約０．０１％以
上の量で適宜使用するのが有利であろう。
【００９１】
　コンディショナーとして使用し得るカチオン性ポリマーは、Ｑｕａｔｒｉｓｏｆｔ　Ｌ
Ｍ－２００ポリクオタニウム－２４、Ｍｅｒｑｕａｔ　Ｐｌｕｓ　３３３０－ポリクオタ
ニウム－３９；及びＪａｇｕａｒ（登録商標）のようなコンディショナー、などである。
【００９２】
　コンディショナーとして使用し得るポリエチレングリコールは：
Ｐｏｌｙｏｘ　　ＷＳＲ－２０５　　　　ＰＥＧ　１４Ｍ，
Ｐｏｌｙｏｘ　　ＷＳＲ－Ｎ－６０Ｋ　　ＰＥＧ　４５Ｍ、または、
Ｐｏｌｙｏｘ　　ＷＳＲ－Ｎ－７５０　　ＰＥＧ　７Ｍ
などである。
【００９３】
　含有させ得る別の成分は、ポリオキシエチレンビーズ、クルミ殻及びアプリコット種子
、のような皮膚剥脱剤である。
【００９４】
　その他の微量添加成分も化粧組成物に含有させ得る。これらの成分としては、着色剤、
乳白剤及び香料がある。これらの材料の量は、組成物の０．００１－２０重量％までの範
囲でよい。
【００９５】
　また別の実施態様では、本発明は本発明の新規な組成物を使用して光沢を強化する方法
に関する。
【００９６】
　本発明の実施例及び比較例を除いて、または、別の明白な指示がある場合を除いて、材
料の量または比、反応の条件、材料の物理的特性、及び／または、使用を指示する本明細
書中のすべての数値は、“約”という単語によって修飾されていると理解されたい。
【００９７】
　明細書に使用されている場合、“含む”という用語は、記述された特徴、整数、段階、
成分の存在を包含するが、１つまたは複数の特徴、整数、段階、成分またはそれらのグル
ープの存在または追加を排除するものではない。
【実施例】
【００９８】
　以下の実施例の目的は本発明をより詳細に示すことであり、本発明の範囲を限定するこ
とではない。
【００９９】
　異なる指示がない限り、すべてのパーセンテージは重量％である。
【０１００】
　方法
　光沢の測定
　試験部位はすべて前腕の手掌側の領域から選択した。片腕毎に３つの部位を選択した。
光沢の測定には倍率３０×のレンズの付いたＣｈａｒｍ－ｖｉｅｗ顕微鏡を平行偏光条件
下で（ｕｎｄｅｒ　ｔｈｅ　ｐａｒａｌｌｅｌ－ｐｏｌａｒｉｚｅｄ　ｃｏｎｄｉｔｉｏ
ｎ）使用した。ＰｈｏｔｏＳｕｉｔｅ　ＩＩＩを使用して画像をビットマップフォーマッ
トで収集した。収集した画像を処理して結果をテキストファイルに配列するようなＩＤＬ
プログラムが開発されていた。最も明るい１０％の画素（３０７２０画素）の平均光沢強
度を光沢強度として計算した。
【０１０１】
　最初に、全部の部位をＬｕｘ（登録商標）で洗浄した。以下の表１に示した組成を有し
ているＬｕｘ（登録商標）配合物で洗浄した１５分後に基底画像を採取した。リーブオン
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使用の場合は、１１．６μｌの製品を表面積７ｃｍ２の被験部位に塗布した。サンプルを
指サックで約１０秒間擦り込んだ。製品の塗布１５分後に画像を採取して初期の光沢強化
を評価した。リンスオフ使用の場合は、２５μｌの製品を表面積７ｃｍ２の被験部位に塗
布した。サンプルを約１５秒間擦り込み、次いで１５秒間放置し、次いで１５秒間すすい
だ。製品の塗布１５分後に画像を採取して初期の光沢強化を評価した。
【０１０２】
　増粘したヒマワリ種油（ＴＳＳ）の調製
　ＴＳＳは９５重量％のＳＳＯと５重量％のチキシン（ｔｈｉｘｃｉｎ）（レオロジー改
善用添加剤）との組合せである。ＳＳＯを約８５℃に加熱し、次いで超音波処理装置で撹
拌しながらチキシンを添加した。混合物が冷却すると、チキシンがＳＳＯの内部で結晶を
形成した。その結果として剪断減粘性の粘性油が得られた。
【０１０３】
【表６】

【０１０４】
　(実施例１及び２)
　高屈折率コーティング、表面改質及び油／マイカ相互作用の効果
　以下の試験では、リンスオフ製品として使用される低界面活性剤系シャワーコンディシ
ョナー配合物に有効成分を含有させた。試験の目的は、本発明の粒子の効果（実施例１及
び２とＡ及びＢとの比較）、疎水的に改質された粒子を使用したときの効果（実施例２と
実施例１との比較）、組成物中に皮膚緩和剤を使用しなかったときに比べて皮膚緩和剤を
使用したときの効果（実施例１及び２とＣ及びＤとの比較）を証明することであった。
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【０１０５】
　より詳細には、屈折率１．６未満の粒子を含む組成物（比較例Ｂ）は、油単独（比較例
Ａ）に比べて光沢強化の改善がまったく見られない。また、１．６よりも大きい屈折率の
粒子を含む組成物（実施例１及び２）よりも光沢強化の改善が小さい。更に、疎水的に改
質された粒子はもっと光沢が強い（実施例２と１との比較）。
【０１０６】
　以下の配合物を試験した。
【０１０７】
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【表７】

【０１０８】
　表２からは、サンプルＢ（高屈折率のコーティングのないマイカを使用）がサンプルＡ
（油単独）に比べて光沢強化を改善しなかったことが判明する。マイカにＴｉＯ２のよう
な高屈折率材料をコーティングすると、光沢強化の有意な改善が観察される（実施例１対
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比較例Ｂ）。ＴｉＯ２コーティングしたマイカの表面をＣ１４で疎水的に改質すると、光
沢強化が更に改善され得る（実施例２）。しかしながら、表面改質しないコーテッドマイ
カを配合物中に油を存在させないで使用したときには、光沢強化能力は劇的に低下する（
比較例Ｃ及びＢ）。
【０１０９】
　この実施例は、高屈折率コーティング、表面改質及び油／マイカの組合せが重要である
ことを証明する。
【０１１０】
　(実施例３)
　高界面活性剤系：ＴｉＯ２コーテッドマイカの効果
　この実施例では、表面改質したＴｉＯ２コーテッドマイカ（Ｔｉｍｉｒｏｎ　ＭＰ　１
００１　ＡＳ）をシャワージェル系に含有させた。この配合物は、８．５％のラウリルエ
ーテル硫酸ナトリウム（ＳＬＥＳ）（Ｓｔｅｏｌ　３３０）；４．５％のＣＡＰＢｅｔ（
双性イオン性界面活性剤）；１０％のＴｉｍｉｒｏｎ　ＭＰ　１００１ＡＳ／Ａｍｂｅｒ
ワックス／油（１０／２０／７０の比）及び１％のＣａｒｂｏｐｏｌを含有している。こ
の配合物は、肉眼で容易に観察できる光沢強化４４を与える。
【０１１１】
　言い換えると、高屈折率粒子は高界面活性剤系中であっても光沢を強化する。
【０１１２】
　(実施例４)
　ＴｉＯ２コーテッドマイカ含有／非含有のシャワーコンディショナー配合物の官能試験
　この実施例では、表面改質したＴｉＯ２コーテッドマイカ（実施例２のＴｉｍｉｒｏｎ
　ＭＰ　１００１ＡＳ）の光沢強化能力を計器ではなくパネリストによって評価した。
【０１１３】
　ウォッシュオフ使用の場合のＴｉＯ２コーテッドマイカの効果を調査するために６０ト
ライアルの差異試験を行った。５％の増粘ＳＳＯシャワーコンディショナー（サンプルＡ
）をビヒクルとして使用した。６名の被験者を募集した。被験者各人がこれらの２つのサ
ンプル、即ち、ビヒクルまたはＴｉｍｉｒｏｎ　ＭＰ　１００１ＡＳ（実施例２）を加え
たビヒクルで前腕を洗浄した。パネリストの左腕及び右腕にサンプルＡ及び実施例２をそ
れぞれ使用した。製品使用の４０分後に、１０名の鑑定人に、３つの選択肢、即ち、左腕
のほうが光沢がある、右腕のほうが光沢がある、または、両腕の光沢に差異はない、のい
ずれか１つを選ぶように依頼した。
【０１１４】
　選択肢の各々が推測によって選択される機会を１／３ずつ有していると仮定すると、６
０トライアルのうちから、より強い光沢を与えたものとしてマイカを選択した数はＰ＜０
．００１レベルで有意であった。
【０１１５】
【表８】

【０１１６】
　結果は、明らかにＴｉｍｉｒｏｎ　ＭＰ　１００１　ＡＳは一回のウォッシュオフ使用
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の直後に光沢を強化する有効な材料であることを示した。
【０１１７】
　実施例は基本的には、サンプル集団中で消費者が疎水的に改質されたマイカをほぼ３対
１（０．６６対０．２３）の割合で好ましいと感じたことを示す。
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